
ー
　
目
　
次
　
ー

P  6
P  7

村
の
で
き
ご
と

議
会
だ
よ
り

P16
P24

今
月
の
情
報

イ
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
　
ほ
か

P3
特
集
 令
和
６
年
度
 山
添
村
の
予
算

元
気
で
、夢
や
生
き
甲
斐
が
持
て
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
を
め
ざ
し
て
！



　
新
年
度
の
予
算
総
額
は
、
一
般
会
計
、

特
別
会
計
及
び
公
営
企
業
会
計
合
わ
せ
て

55
憶
６
，
８
５
７
万
円
で
、
前
年
度
対
比

０
．０
７
％
の
減
に
な
り
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
は
次
の
通
り
で
す
。

　
３
保
育
園
を
統
合
し
新
た
に
「
認
定
こ

ど
も
園
と
し
て
の
開
園
」
で
す
。
こ
の
こ

ど
も
園
は
、
職
員
に
よ
る
先
進
地
視
察
や

講
師
を
招
聘
し
て
の
研
修
、
ま
た
、
建
設

検
討
委
員
会
を
は
じ
め
皆
さ
ん
か
ら
い
た

だ
い
た
多
く
の
ご
意
見
を
活
か
し
設
計
さ

れ
ま
し
た
。
地
域
に
開
か
れ
、
地
域
と
の

交
流
の
場
を
兼
ね
備
え
た
施
設
で
す
。「
自

分
で
考
え
行
動
で
き
る
力
、
い
ろ
ん
な
こ

と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
力
を
育
て
る
こ
ど

も
園
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
も
と
、
山
添
村

の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
目

指
し
ま
す
。
認
定
こ
ど
も
園
「
き
ら
り
」

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
山
添
分
校
に
つ
い
て
は
、
村
立
本
校
化

へ
の
方
向
性
を
模
索
す
る
中
、
以
前
か
ら

私
が
申
し
上
げ
て
お
り
ま
し
た
「
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
を
学
べ
る
学
校
」
と
し
て
、
分
校

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
放
課
後
活
動
に
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
の
学
び
を
取
り
込
む
こ
と
で
、

農
業
後
継
者
の
育
成
や
村
の
農
業
振
興
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
の
か
、
そ
の

可
能
性
を
検
証
す
る
た
め
の
必
要
予
算
を

計
上
し
ま
し
た
。

　
地
球
温
暖
化
を
防
ぎ
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
持
続
可
能
な

暮
し
を
目
指
し
、
取
り
組
ん
で
行
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
村
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
、
伊
賀
方
面
へ
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま

す
。
こ
の
バ
ス
は
役
場
前
を
出
発
し
、
途

中
「
岡
波
総
合
病
院
」「
上
野
市
民
病
院
」

「
イ
オ
ン
タ
ウ
ン
」
を
経
由
し
、
最
終
上

野
市
駅
ま
で
の
ル
ー
ト
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
通
勤
、
通
学
は
も
と
よ
り
通
院
、
買

い
物
に
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

多
く
の
村
民
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
従
来
の
福

祉
バ
ス
の
代
わ
り
に
二
系
統
の
村
内
巡
回

バ
ス
と
し
て
便
数
を
増
や
し
運
行
し
ま

す
。
巡
回
バ
ス
と
他
市
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
を
う
ま
く
活
用
し
、
村
民
の
皆

さ
ま
の
交
通
手
段
と
し
て
活
用
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
令
和
元
年
度
か
ら
老
朽
化
し
た
管
路
の

布
設
替
え
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
令

和
６
年
度
は
、
引
き
続
き
切
幡
地
区
を
実

施
す
る
計
画
で
す
。
近
隣
住
民
の
皆
さ
ま

に
は
、
工
事
中
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
今
後
は
、
管
路
の
布
設
替
え
工
事
を

進
め
な
が
ら
、
人
口
減
少
化
に
あ
る
本
村

の
実
態
を
踏
ま
え
た
簡
易
水
道
の
将
来
計

画
を
策
定
し
、
山
添
村
の
現
状
に
合
っ
た

水
道
の
維
持
管
理
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
い
く
つ
か
あ
げ
ま
し
た
が
、
こ
れ
以
外

に
も
教
育
委
員
会
で
は
、
義
務
教
育
学
校

の
設
立
の
推
進
や
文
化
財
関
係
予
算
、
住

民
福
祉
課
で
は
、
診
療
所
を
含
め
た
保
健

福
祉
事
業
全
般
の
予
算
、
農
林
建
設
課
で

は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
普
及
を
含
め
た
農
林

土
木
に
関
す
る
予
算
、地
域
振
興
課
で
は
、

空
き
家
対
策
・
移
住
定
住
・
神
野
山
一
帯

の
観
光
開
発
予
算
、
総
合
政
策
課
で
は
、

外
部
人
材
登
用
や
他
団
体
と
の
連
携
を
含

め
た
持
続
可
能
な
共
生
社
会
の
実
現
の
た

め
の
予
算
を
立
て
ま
し
た
。
何
れ
に
い
た

し
ま
し
て
も
、
村
民
の
皆
さ
ま
、
議
員
の

皆
さ
ま
と
し
っ
か
り
手
を
携
え
、「
元
気

で
夢
や
生
き
甲
斐
が
持
て
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
村
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
の
予

算
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
予
算
と

　
　
　
　
　
　

所
信
に
つ
い
て

山
添
村
長  

　

野
村 

栄
作

山
添
分
校
に
つ
い
て

認
定
こ
ど
も
園
の
開
園
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

簡
易
水
道
に
つ
い
て

村内巡回バス

コミュニティバス伊賀線

広報やまぞえ　2024.5 2



　
予
算
額
は
33
億
８
千
５
百
万
円
、

前
年
と
比
較
し
て
２
億
７
千
２
百

万
円
、
７
．４
％
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
予
算
額
は
13
億
７
千
２
百
52
万

円
、
前
年
と
比
較
し
て
１
千
２
百

33
万
円
、
０
．９
％
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
公
営
企
業
会
計
は
、
簡
易
水
道

施
設
で
老
朽
化
し
て
い
る
水
道
管

の
更
新
工
事
費
な
ど
を
昨
年
度
に

引
き
続
き
計
上
し
て
い
ま
す
。

令和６年度
山添村の予算

　３月に開会された村議会定例会で、
令和６年度の予算が可決されました。
　「やまぞえ未来創生計画」に基づい
て事業を実施していきます。
　限られた財源をどのように活かして
いくのか、その概要をお知らせします。

問  総合政策課

55億 6,857万円 （前年比：△０.０７％）

一般会計
特別会計合計
公営企業会計合計

33億8,500万円
13億7,252万円
8億1,105万円

（前年比：△7.4％）
（前年比：△0.9％）
（前年比： 52.9％）

■
予
算
の
概
要

▼
一
般
会
計

▼
特
別
会
計

▼
公
営
企
業
会
計

特集　　　　令和６年度　山添村の予算
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令和６年度　山添村の予算　　　　特集

一般会計歳入

一般会計 （性質別）歳出

村税
3億9,563万円
（11.7％）

地方交付税・各種交付金
19億2,381万円
（56.8％）

人件費
8億2,640万円
（24.4％）

物件費
7億3,311万円
（21.7％）

扶助費
1億7,161万円
（5.0％）

補助費
6億4,328万円
（19.0％）

公債費
2億4,514万円
（7.2％）

繰出金
4億9,725万円
（14.7％）

普通建設事業費
1億6,665万円
（5.0％）

災害復旧事業費
1,295万円
（0.4％）

その他
8,861万円
（2.6％）

国・県支出金
4億170万円
（11.9％）

分担金・負担金
3,068万円
（0.9％）

繰入金
4,000万円
（1.2％）

繰越金
8,000万円
（2.4％）

村債
3億5,330万円
（10.4％）

その他
1億5,988万円
（4.7％）

こども園ランチルーム
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　株式会社冒険の森（代表取締役　伴戸忠三郎様）から、今
年卒園した園児と卒業した児童に「ボウケンノモリ招待券」
を寄贈していただきました。
　同社は、名阪国道神野口IC付近に村の大自然を生かして
作られた本格アドベンチャーを体験できる施設を運営されて
います。体験を通して、より一層山添村への愛着と家族の絆
が深まることを期待し、温かいご厚意に感謝申し上げます。

山
添
俳
句
教
室
〔 

三
月
句
会
よ
り 

〕

山
本 

ヒ
ロ
子
選

渕
脇　

逸
郎

松
尾　

忠
子

向
井　

弥
栄

尾
上　

正
典

神
田　

幸
子

田
畑　

茂
代

椋
本　

房
江

中
島
ミ
ツ
子

西
岡
た
か
代

畑
中　

澄
子

山
村　

玲
子

椋
本　

初
代

　
　

ひ
ろ
よ

　
　

な
お
や

山
本
ヒ
ロ
子

も
や

す

ゆ
う
べ

長
谷
舞
台
梅
の
香
の
靄
た
ち
込
む
る

登
校
児
見
守
る
辻
に
春
の
雪

踏
青
や
紀
の
海
見
ゆ
る
と
こ
ろ
ま
で

沈
丁
の
香
り
の
中
に
郵
便
夫

そ
の
中
に
殊
に
紅
き
は
名
草
の
芽

一
瞬
と
い
ふ
べ
き
早
さ
雉
走
る

捨
て
ら
れ
し
田
畑
白
梅
統
べ
に
け
り

は
ら
か
ら
の
枕
並
ぶ
る
春
彼
岸

チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
の
音
に
里
山
春
動
く

お
ん
ぶ
せ
し
孫
は
二
十
歳
よ
雛
祭

梅
香
る
代
官
坂
に
息
弾
む

い
つ
ま
で
観
れ
る
か
と
母
や
梅
匂
ふ

と
ん
び
舞
ひ
波
の
き
ら
め
く
春
の
海

合
否
確
認
エ
ン
タ
ー
押
せ
ず
春
夕

う
ら
ら
か
や
浮
か
ぶ
白
雲
み
な
羊

■
苗
代
田
の
水
口
に
、
花
や
神
酒
等
を
供
え
て
稲
作
の
無
事

を
願
っ
た
小
さ
な
水
口
祭
り
。
田
に
籾
蒔
き
を
し
な
く
な
っ
た

今
と
な
っ
て
は
、
懐
か
し
い
光
景
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
水
口
に
祭
ら
れ
顔
の
蛙
か
な
　
　（
菊
谿
）

「
　
春
う
ら
ら
　
」

　すみれ保育園、ひまわり保育園、さくら保育園としての最後の卒
園式が行われ、合わせて11名の子どもたちが巣立っていきました。
　一人ひとりに保育証書が手渡され、誇らしげに受け取る姿は頼
もしく立派でした。
　子どもたちにとって初めての集団生活であった保育園で、様々な
経験を積み重ね、友達を思いやる優しさや協力し合う楽しさを知
り、大きく成長しました。
　これから
も、すこやか
に成長し大
きく羽ばた
いてくれるこ
とを願って
います。

す

みれ
保育園

ひ

まわ
り保育園 さ

くら
保育園
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議　会
だより 令和６年　第１回

山添村議会定例会の結果
第１回定例会を、３月４日から３月１９日まで１６日間の会期で開きました。
専決処分、条例の一部改正、規約、令和５年度補正予算、令和６年度予算並びに特
別会計予算、人事案件が提出され、採決の結果、全件承認・可決・同意されました。
その概要を要約してお知らせします。

問  議会事務局（総務課内）

提
出
議
案
と
そ
の
審
議
内
容

　
　
　
　
【　
　
専
決
処
分　
　
】

▼
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の

承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
（
全
会
一

致
で
承
認
）

　
能
登
半
島
地
震
に
対
し
、
災
害
復
旧
支

援
の
職
員
派
遣
を
行
う
に
あ
た
り
、
災
害

復
旧
支
援
業
務
の
特
殊
勤
務
手
当
を
支
給

す
る
た
め
条
例
改
正
の
専
決
処
分
を
行
い

ま
し
た
。

▼
令
和
５
年
度
山
添
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
７
号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て（
全
会
一
致
で
承
認
）

14
頁
参
照
。

　
　
　
　
【　
　
条　
例　
　
】

▼
山
添
村
立
こ
ど
も
園
の
利
用
料
の
徴
収

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
全
会

一
致
で
可
決
）

　
山
添
村
立
こ
ど
も
園
設
置
に
伴
い
、
村

独
自
の
施
策
と
し
て
、
３
歳
未
満
の
園
児

に
つ
い
て
も
保
育
料
の
無
償
化
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な
負

担
の
軽
減
を
図
る
た
め
条
例
を
制
定
し
ま

し
た
。

▼
山
添
村
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
社
会
環
境
、
行
政
課
題
に
効
率
的
に
対

応
す
る
た
め
、
課
編
成
の
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

▼
山
添
村
監
査
委
員
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

地
方
自
治
法
の
基
準
に
合
わ
せ
、
監
査
委

員
の
識
見
者
の
定
数
を
２
名
か
ら
１
名
に

変
更
し
ま
し
た
。

▼
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
山
添
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
本
村
の

フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
に
お
い

て
、
勤
勉
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
国
に
準

拠
し
て
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

※

前
記
予
算
２
議
案
に
つ
い
て
は
、
一
括

し
て
審
議
。

▼
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の
給
与

及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
近
年
の
物
価
高
に
よ
る
宿
泊
費
の
高
騰

に
対
応
す
る
た
め
、
特
別
職
の
宿
泊
費
に

つ
い
て
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
山
添
村
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
全
会
一
致

で
可
決
）

　
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
放
課

後
児
童
健
全
育
成
事
業
所
ご
と
に
安
全
計

画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
た
た
め
、
上

位
法
と
の
整
合
を
図
る
た
め
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

▼
山
添
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
（
賛
成
多
数
で
可
決
）

　
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
開
始
に
あ

た
り
、
国
の
制
度
改
正
も
踏
ま
え
た
介
護

保
険
料
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

〈
反
対
討
論
〉　　
　
　
奥
谷
和
夫　
議
員

　
平
成
12
年
に
開
始
さ
れ
た
介
護
保
険

は
、
今
回
が
９
回
目
の
改
定
と
な
る
。
こ

の
23
年
の
間
に
、
全
国
的
に
は
保
険
料
が

２
倍
を
超
え
、
本
村
の
場
合
は
３
倍
を
超

え
る
金
額
に
な
っ
て
い
る
。
本
村
の
第
９

期
の
保
険
料
は
、
第
７
期
、
第
８
期
と
同

額
と
し
、
所
得
に
よ
る
段
階
を
９
段
階
か

ら
13
段
階
へ
と
拡
大
す
る
も
の
で
あ
る
。

諸
物
価
高
騰
、
実
質
賃
金
の
低
下
、
年
金

支
給
額
実
質
減
な
ど
で
村
民
の
暮
ら
し
は

大
変
な
状
況
に
あ
り
、
高
い
介
護
保
険
料

は
、
国
保
税
の
負
担
と
合
わ
せ
て
大
変
な

村
民
の
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
第
８
期
の

基
金
残
金
を
全
額
活
用
す
る
と
と
も
に
、

必
要
で
あ
れ
ば
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ

を
含
め
て
、
介
護
保
険
料
の
負
担
軽
減
を

求
め
反
対
す
る
。

▼
山
添
村
神
野
山
ふ
れ
あ
い
の
森
設
置
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で

可
決
）

　
森
林
科
学
館
が
県
か
ら
譲
与
さ
れ
、
村

有
財
産
と
な
っ
た
た
め
、
施
設
の
追
加
、

使
用
時
間
や
使
用
料
等
に
つ
い
て
新
た
に

規
定
す
る
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
山
添
村
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

 

給
水
装
置
工
事
を
施
工
す
る
場
合
の
設

計
審
査
、
工
事
検
査
並
び
に
開
栓
・
閉
栓

作
業
な
ど
に
係
る
手
数
料
が
、
消
費
税
納
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付
の
課
税
対
象
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
手
数

料
に
お
い
て
も
消
費
税
等
相
当
額
を
加
算

し
た
金
額
と
す
る
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
山
添
村
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
消
防
団
員
の
な
り
手
不
足
解
消
の
た

め
、
消
防
庁
よ
り
消
防
団
員
の
処
遇
改
善

の
通
知
が
あ
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
消
防
団

条
例
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

▼
山
添
村
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で

可
決
）

　
非
常
勤
消
防
団
員
の
損
害
賠
償
に
係
る

補
償
基
礎
額
の
改
定
が
行
わ
れ
、
国
と
の

整
合
性
を
保
つ
た
め
、
当
村
条
例
の
改
正

を
行
い
ま
し
た
。

▼
山
添
村
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
（
賛
成
多
数
で
可
決
）

　
国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
、
県
単
位

化
に
よ
り
令
和
６
年
度
か
ら
は
県
統
一
と

な
り
、
今
回
県
よ
り
保
険
料
率
が
示
さ
れ

た
た
め
、
本
村
条
例
の
改
正
を
行
い
ま
し

た
。

〈
反
対
討
論
〉　　
　
　
奥
谷
和
夫　
議
員

　
諸
物
価
が
高
騰
し
、
年
金
が
削
ら
れ
、

村
民
の
く
ら
し
は
大
変
な
危
機
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
中
で
村
民
に
も
っ
と
も
負
担

が
重
い
の
が
国
民
健
康
保
険
税
で
あ
る
。

国
民
健
康
保
険
は
、
組
合
健
保
や
協
会
け

ん
ぽ
な
ど
と
比
べ
、
同
じ
年
収
や
家
族
構

成
で
あ
っ
て
も
２
倍
近
い
負
担
と
な
っ
て

い
る
。
全
国
的
に
は
国
保
税
が
払
え
ず
滞

納
し
て
い
る
世
帯
が
増
え
て
い
る
。
な
ぜ

国
保
税
が
高
い
の
か
、
そ
れ
は
国
が
現
在

の
制
度
の
発
足
当
時
の
国
庫
負
担
45
％
を

38
．５
％
へ
と
減
ら
し
て
き
た
こ
と
に
あ

る
。
ま
た
、
平
成
30
年
度
に
国
民
健
康
保

険
の
都
道
府
県
化
が
行
わ
れ
、
都
道
府
県

が
標
準
保
険
料
率
を
示
し
て
、
市
町
村
の

国
保
税
を
決
め
る
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
た

こ
と
が
原
因
で
あ
る
。
奈
良
県
で
は
、
６

年
を
か
け
て
国
保
税
の
統
一
が
進
め
ら

れ
、
本
村
で
は
毎
年
一
人
当
た
り
約
３
千

円
の
値
上
げ
が
実
施
さ
れ
、
村
民
の
く
ら

し
を
圧
迫
し
て
き
た
。

　
令
和
６
年
度
も
引
続
い
て
一
人
当
た
り

５
千
５
百
98
円
国
保
税
を
引
上
げ
す
る
と

い
う
条
例
改
正
と
な
っ
て
い
る
。
本
村
の

よ
う
に
予
防
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に

取
組
ん
で
、
県
下
の
中
で
も
国
保
税
が
低

か
っ
た
市
町
村
で
は
、
こ
の
間
に
国
保
税

が
大
幅
に
引
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
全
国
知

事
会
や
全
国
町
村
会
な
ど
地
方
６
団
体

は
、
国
に
よ
る
１
兆
円
負
担
増
に
よ
り
高

す
ぎ
る
国
保
税
を
中
小
企
業
労
働
者
が
加

入
す
る
、
協
会
け
ん
ぽ
並
み
に
引
下
げ
る

こ
と
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
実
施
を
国
に

求
め
る
と
と
も
に
、
本
村
と
し
て
は
、
国

保
基
金
の
取
り
崩
し
額
増
や
一
般
会
計
か

ら
繰
り
入
れ
も
含
め
て
、
国
保
税
の
住
民

負
担
軽
減
を
求
め
て
反
対
す
る
。

〈
賛
成
討
論
〉　　
　
　
大
谷
敏
治　
議
員

　
国
民
健
康
保
険
は
、
国
民
皆
保
険
の
基

礎
を
な
す
制
度
と
し
て
、
利
用
者
保
険
の

加
入
等
を
除
き
、
広
く
地
域
住
民
の
対
象

と
し
て
、
健
康
の
保
持
や
増
進
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の

加
入
者
に
は
、
年
齢
構
成
が
高
い
た
め
医

療
費
水
準
が
高
く
、
ま
た
、
被
保
険
者
の

所
得
水
準
が
低
い
た
め
財
政
基
盤
は
極
め

て
脆
弱
で
あ
る
。
高
齢
化
や
医
療
技
術
の

高
度
化
、
社
会
経
済
状
勢
の
変
化
な
ど
に

よ
り
、
医
療
保
険
制
度
を
取
巻
く
状
況
は

更
に
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
、
国
民
皆
保
険
の
制
度
維
持
す
ら
厳
し

い
環
境
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
平
成

30
年
度
か
ら
都
道
府
県
が
財
政
運
営
の
責

任
主
体
と
な
り
、
安
定
的
な
財
政
運
営
や

法
律
的
な
事
業
の
確
保
な
ど
国
保
運
営
に

お
け
る
中
心
的
な
役
割
を
担
う
こ
と
を
基

本
と
す
る
、
都
道
府
県
単
位
化
が
実
施
さ

れ
る
こ
と
と
な
り
、
奈
良
県
で
は
、
平
成

30
年
度
よ
り
、
県
が
国
民
健
康
保
険
の
財

政
運
営
を
担
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

令
和
６
年
度
か
ら
は
、
保
険
料
も
県
統
一

と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
た
び
県
よ
り
保

険
利
用
率
が
示
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
い
改
正

す
る
も
の
で
あ
る
。
令
和
６
年
度
以
降
の

保
険
税
に
つ
い
て
は
、
国
や
県
の
動
向
や

社
会
状
勢
を
注
視
す
る
と
と
も
に
、
医
療

費
の
適
正
化
に
向
け
た
各
種
取
組
を
更
に

充
実
し
、
保
険
料
負
担
の
軽
減
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
今
後
も
国
民
健

康
保
険
制
度
に
つ
い
て
、
保
険
料
の
理
解

が
得
ら
れ
る
よ
う
十
分
な
広
報
を
実
施

し
、
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
を
要
望
し
賛

成
す
る
。

　
　
　
　
【　
　
補
正
予
算　
　
】

▼
令
和
５
年
度
山
添
村
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）
に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で

可
決
）

▼
令
和
５
年
度
山
添
村
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
令
和
５
年
度
山
添
村
簡
易
水
道
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て
（
全

会
一
致
で
可
決
）

▼
令
和
５
年
度
山
添
村
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て
（
全

会
一
致
で
可
決
）

※

前
記
補
正
予
算
４
議
案
に
つ
い
て
は
、

一
括
し
て
審
議
。
14
頁
参
照
。

　
　
　
　
【　
　
予　
算　
　
】

▼
令
和
６
年
度
山
添
村
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
令
和
６
年
度
山
添
村
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算
に
つ
い
て
（
賛
成
多
数
で
可

決
）

▼
令
和
６
年
度
山
添
村
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
（
賛
成
多
数
で

可
決
）

▼
令
和
６
年
度
山
添
村
介
護
保
険
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て
（
賛
成
多
数
で
可
決
）

▼
令
和
６
年
度
山
添
村
大
和
高
原
北
部
地

区
基
幹
水
利
施
設
管
理
特
別
会
計
予
算
に

つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
令
和
６
年
度
山
添
村
簡
易
水
道
事
業
会

計
予
算
に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

▼
令
和
６
年
度
山
添
村
下
水
道
事
業
会
計
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予
算
に
つ
い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

※
前
記
予
算
７
議
案
に
つ
い
て
は
、
一
括

し
て
審
議
。
３
頁
参
照
。

〈
賛
成
・
反
対
討
論
〉　
奥
谷
和
夫　
議
員

 

令
和
６
年
度
の
予
算
を
考
え
る
上
で
、

村
民
の
暮
ら
し
や
営
業
が
危
機
的
状
況
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
。
令
和
５
年
度
の
消
費
者
物
価
は
41
年

ぶ
り
の
上
昇
率
と
な
っ
て
お
り
、
実
質
賃

金
は
21
箇
月
連
続
前
年
同
月
比
割
れ
の
状

態
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
村

民
の
暮
ら
し
や
営
業
を
守
る
こ
と
が
、
新

年
度
予
算
の
編
成
に
当
た
っ
て
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
一
般
会
計
予
算
を
評
価
す
る
点
は
、
乳

幼
児
医
療
費
無
料
化
の
取
組
な
ど
、
本
村

の
財
政
が
厳
し
い
中
で
も
県
下
で
最
も
進

ん
だ
施
策
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
本
村
は
高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
を
関
西
で
最
初
に
実
施
。
そ
し
て
今

で
は
20
歳
ま
で
の
医
療
費
無
料
化
、
学
校

給
食
費
の
無
償
化
も
実
現
し
て
い
る
。
そ

の
他
、
学
校
の
耐
震
化
、
普
通
教
室
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
、
ト
イ
レ
の
改
修
と
洋
式

化
、
高
校
へ
の
通
学
費
の
助
成
な
ど
を
実

施
し
て
き
た
。こ
れ
に
加
え
新
年
度
か
ら
、

こ
ど
も
園
利
用
料
の
無
料
化
を
行
い
子
育

て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
施
策
は
、
ど
れ
を
と
っ
て
も
県

下
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

で
は
、
東
豊
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
始
ま

り
、
奈
良
市
へ
の
実
証
運
行
、
そ
し
て
来

年
度
は
伊
賀
市
へ
の
運
行
が
実
施
さ
れ

る
。
村
民
の
暮
ら
し
応
援
と
利
便
性
の
向

上
に
と
っ
て
積
極
的
な
施
策
と
評
価
す
る
。

　
新
年
度
一
般
会
計
予
算
で
も
う
一
点
評

価
す
る
の
は
、
農
林
商
工
費
と
教
育
費
で

計
上
さ
れ
て
い
る
有
機
農
業
産
地
づ
く
り

推
進
の
取
組
で
あ
る
。
国
や
県
の
補
助
金

や
交
付
金
を
原
資
に
、
生
産
、
流
通
、
消

費
に
わ
た
っ
て
試
行
し
、
歳
入
歳
出
各
７

５
０
万
円
で
取
組
む
も
の
で
、
こ
れ
は
山

添
分
校
の
本
校
化
へ
の
取
組
や
持
続
可
能

な
農
業
や
環
境
、
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

上
で
重
要
な
取
組
と
考
え
る
。

　
次
に
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
関
連
予
算
が
増

額
さ
れ
て
い
る
。
地
域
情
報
ア
プ
リ
の
導

入
、
ス
マ
ホ
教
室
の
実
施
な
ど
な
ど
、
高

齢
者
も
含
め
た
利
便
性
の
向
上
に
む
け
た

取
組
は
評
価
す
る
。
一
方
、
行
政
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
問
題
点
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
の
拡
大
で
あ
る
。
特
に
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
保
険
証
に
つ
い
て
は
問
題
が
多

い
と
考
え
る
。
現
在
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
険

証
は
、
医
療
機
関
で
は
４
．６
％
し
か
使

用
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
現
在
の
紙
の

保
険
証
に
比
べ
て
不
便
で
、
情
報
の
紐
づ

け
の
誤
り
、
所
得
や
医
療
情
報
の
タ
イ
ム

ラ
グ
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
利
用

者
の
10
割
負
担
が
発
生
し
た
り
し
て
い

る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
険
証
の
押
し
付
け

は
や
め
る
べ
き
で
あ
り
、
紙
の
保
険
証
は

残
す
べ
き
と
考
え
る
。
以
上
の
点
か
ら
、

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
賛
成
す
る
。

　
続
い
て
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
つ

い
て
は
、
平
成
30
年
の
国
保
の
都
道
府
県

化
に
移
行
後
、
本
村
で
は
６
年
間
に
わ

た
っ
て
毎
年
一
人
当
た
り
約
３
千
円
の
引

上
げ
が
行
わ
れ
、
新
年
度
も
含
め
実
施
か

ら
、
な
ん
と
約
２
万
円
も
の
引
上
げ
と

な
っ
て
い
る
。
全
国
的
に
は
、
こ
の
都
道

府
県
単
位
化
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
１
，７

３
６
自
治
体
の
中
で
令
和
５
年
ま
で
で
は

９
９
９
自
治
体
が
引
上
げ
と
な
っ
て
お

り
、
奈
良
県
で
は
84
．６
％
の
自
治
体
が

引
上
げ
と
な
っ
て
い
る
。

　
国
民
健
康
保
険
は
、
も
と
も
と
は
自
営

業
者
や
農
家
な
ど
を
主
な
対
象
と
し
て
い

た
が
、
今
で
は
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

な
い
非
正
規
労
働
者
や
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
、

75
歳
未
満
の
年
金
生
活
者
な
ど
が
、
加
入

者
の
多
く
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
一
般
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
比
べ
て
低

所
得
層
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
険

料
の
負
担
率
は
逆
に
重
く
な
っ
て
お
り
、

物
価
高
騰
の
中
で
、
村
民
の
暮
ら
し
は
大

変
で
あ
る
。そ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、

更
に
国
保
税
を
一
人
当
た
り
５
千
５
百
98

円
も
引
上
げ
る
こ
と
は
、
村
民
の
納
得
が

得
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。
以
上
の
点
を
申

し
上
げ
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て
反
対
す
る
。

　
次
に
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て
、
高
齢
者
を
75
歳
と
い
う
年
齢

で
分
け
、
保
険
料
や
診
療
内
容
を
差
別
す

る
制
度
で
あ
り
、
医
療
費
の
高
騰
が
そ
の

ま
ま
保
険
料
の
引
上
げ
に
つ
な
が
る
と
い

う
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
、
３
つ
の
大
き

な
問
題
が
あ
る
。

１　
窓
口
負
担
の
２
倍
化
。
平
成
20
年
に

制
度
開
始
時
は
、
窓
口
負
担
は
原
則
１

割
負
担
。
令
和
４
年
か
ら
対
象
者
の

20
％
に
あ
た
る
人
が
２
割
負
担
と
な
っ

た
。

２　
保
険
料
の
値
上
げ
。
２
年
に
一
度
引

上
げ
ら
れ
、
大
幅
に
引
上
げ
が
続
い
て

い
る
。
本
村
は
、
後
期
高
齢
者
に
か
か

る
医
療
費
が
県
下
で
も
低
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
県
下
全
体
で
保
険
料
が
統
一

さ
れ
て
い
る
た
め
、
過
大
な
村
民
負
担

と
な
っ
て
い
る
。
制
度
導
入
当
初
の
激

変
緩
和
措
置
も
な
く
な
り
、
村
民
負
担

が
年
々
増
え
て
い
る
。

３　
保
険
証
の
廃
止
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保

険
証
押
し
付
け
の
問
題
。
マ
イ
ナ
保
険

証
へ
の
切
り
替
え
は
全
世
代
に
と
っ
て

も
問
題
だ
が
75
歳
以
上
の
高
齢
者
に

と
っ
て
は
、
文
字
通
り
死
活
的
な
大
問

題
で
あ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
保
険
証
を

持
て
な
い
、持
た
な
い
人
が
「
無
保
険
」

の
扱
い
に
な
れ
ば
、
命
に
か
か
わ
る
事

態
と
な
る
。
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で

は
、
前
年
の
所
得
に
よ
っ
て
、
窓
口
負

担
の
割
合
が
変
わ
る
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

保
険
証
の
デ
ー
タ
ー
と
自
治
体
の
判
定

の
内
容
が
食
い
違
い
、
１
割
負
担
の
人

が
２
割
負
担
を
請
求
さ
れ
る
な
ど
の
事

態
も
起
こ
っ
て
い
る
。
従
来
の
保
険
証

を
廃
止
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
、
即

刻
制
度
を
廃
止
し
、
元
の
老
人
保
健
制
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度
に
も
ど
す
べ
き
と
考
え
る
。
以
上
の

理
由
か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て
反
対
す
る
。

　
次
に
介
護
保
険
特
別
会
計
に
つ
い
て
、

介
護
保
険
料
は
３
年
ご
と
に
改
定
さ
れ
、

本
村
で
も
第
９
期
介
護
保
険
計
画
に
も
と

づ
く
介
護
保
険
料
の
改
定
の
年
に
な
る
。

１
箇
月
の
基
準
月
額
が
第
７
期
、
第
８
期

と
同
水
準
と
な
っ
た
も
の
の
、
も
と
も
と

の
介
護
保
険
料
が
高
い
と
い
う
問
題
が
あ

る
。
介
護
給
付
費
準
備
基
金
の
活
用
、
一

般
会
計
か
ら
法
定
外
の
繰
り
入
れ
を
行
う

こ
と
な
ど
で
村
民
の
負
担
軽
減
を
図
る
こ

と
を
求
め
て
、
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

に
つ
い
て
反
対
す
る
。

〈
賛
成
討
論
〉　　
　
　
大
谷
敏
治　
議
員

　
歳
入
で
は
、
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

の
総
額
47
億
５
千
７
百
52
万
円
。
簡
易
水

道
事
業
並
び
に
下
水
道
事
業
特
別
会
計
の

公
営
企
業
会
計
移
行
等
に
よ
り
、
前
年
度

費
比
14
．６
％
減
と
な
っ
て
い
る
。
一
般

会
計
の
歳
入
の
状
況
を
対
前
年
度
比
で
み

ま
す
と
経
済
に
前
向
き
な
動
き
が
見
ら
れ

る
中
に
あ
っ
て
、村
税
６
．２
％
減
と
な
っ

て
い
る
こ
と
、
各
種
交
付
金
、
国
、
県
の

支
出
均
等
で
歳
入
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
を

保
っ
て
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
が
、
前
年
度
比
繰
越
金
で

１
６
６
．７
％
増
、
繰
入
金
に
お
い
て
は

３
９
１
．４
％
増
と
１
０
０
％
を
越
え
て

い
る
財
源
項
目
で
あ
り
、
予
算
編
成
に
お

い
て
苦
労
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
心

配
し
て
い
る
。

　
次
に
歳
出
面
で
は
、農
業
費
に
お
い
て
、

昭
和
57
年
か
ら
進
め
て
き
た
地
籍
調
査
事

業
が
、
昨
年
度
葛
尾
地
区
を
も
っ
て
全
村

と
な
っ
た
。
地
籍
調
査
が
完
成
し
た
こ
と

に
伴
い
、
土
地
情
報
と
各
種
デ
ー
タ
ー
を

結
び
つ
け
利
用
す
る
Ｇ
Ｉ
Ｓ
構
築
の
予
算

計
上
が
あ
り
、
視
覚
的
に
分
か
り
や
す
く

住
民
や
事
業
者
等
が
閲
覧
活
用
で
き
る
こ

と
で
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
れ
る

も
の
と
期
待
す
る
。
ま
た
地
籍
調
査
事
業

で
は
、
事
業
開
始
当
初
に
平
板
測
量
に
よ

り
実
施
さ
れ
た
、
大
西
・
春
日
・
広
代
・

中
之
庄
の
各
大
字
に
お
い
て
、
令
和
６
年

度
に
数
値
測
量
に
よ
る
再
調
査
を
行
う
予

定
と
な
っ
て
お
り
、
早
期
の
完
了
を
要
望

す
る
。
土
木
費
で
は
、
現
在
、
会
計
年
度

任
用
職
員
４
名
が
道
路
維
持
に
当
た
っ
て

い
る
が
、
わ
が
村
の
現
状
を
踏
ま
え
人
員

を
増
員
し
、
維
持
管
理
の
充
実
に
向
け
た

体
制
の
強
化
を
お
願
い
す
る
。

　
次
に
、
未
来
へ
の
投
資
と
も
い
う
べ
き

教
育
費
に
お
い
て
は
、
わ
が
村
が
め
ざ
す

学
校
教
育
の
た
め
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て

お
り
、
社
会
教
育
費
、
保
健
体
育
費
と
も

に
今
後
と
も
充
実
と
、
そ
の
効
果
が
更
に

上
が
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
特
に
、
教
育

総
務
費
で
は
、
義
務
教
育
学
校
建
設
基
本

計
画
の
策
定
に
係
わ
る
予
算
を
始
め
、
山

添
分
校
に
つ
い
て
、
新
た
な
方
向
性
を
模

索
す
る
が
た
め
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
お

り
、
今
後
の
農
業
後
継
者
へ
の
育
成
を
す

る
と
と
も
に
、
わ
が
村
の
農
業
振
興
や
活

性
化
に
つ
な
が
る
も
の
と
高
く
評
価
す

る
。
　
介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、
令
和
６
年

度
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
機
能
を
社
会

福
祉
協
議
会
に
移
行
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と

に
よ
り
利
用
者
の
安
心
感
、
医
療
職
と
の

円
滑
な
連
携
体
制
の
確
保
と
、
給
付
の
効

率
化
な
ど
、
必
要
な
と
こ
ろ
に
必
要
な
介

護
サ
ー
ビ
ス
が
届
く
体
制
づ
く
り
に
期
待

す
る
。

　
簡
易
水
道
・
下
水
道
会
計
は
、
令
和
６

年
度
よ
り
特
別
会
計
か
ら
公
営
企
業
会
計

に
移
行
す
る
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
、
水
需

要
の
減
少
に
伴
う
給
水
収
益
の
減
少
や
、

昨
今
の
物
価
高
騰
な
ど
よ
り
厳
し
い
経
営

環
境
が
見
込
ま
れ
る
中
に
あ
っ
て
、
今
後

も
支
出
の
削
減
・
収
入
の
確
保
を
図
る
な

ど
、
持
続
可
能
な
事
業
経
営
に
向
け
て
取

組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
安
全
、
安
心
な
水

の
供
給
と
維
持
す
る
た
め
、
計
画
的
に
工

事
と
点
検
を
実
施
し
て
適
正
な
維
持
管
理

に
努
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
最
後
に
村
民
の
皆
様
の
生
活
は
厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
る
。
速
や
か
に
補
正
予

算
を
編
成
し
、
時
期
を
逸
す
る
こ
と
な
く

苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
方
々
へ
の
速
や

か
な
支
援
を
進
め
る
よ
う
強
く
要
望
し
、

一
般
会
計
予
算
か
ら
特
別
会
計
及
び
公
営

企
業
会
計
予
算
に
賛
成
す
る
。

〈
賛
成
討
論
〉　　
　
　
野
村
信
介　
議
員

　
一
般
会
計
予
算
の
総
予
算
は
33
億
８
千

５
百
万
円
、
村
民
約
３
千
人
の
村
民
一
人

に
換
算
す
る
と
約
百
万
円
の
規
模
と
な

る
。
村
長
に
と
っ
て
の
３
回
目
の
予
算
編

成
と
な
る
が
、
奥
谷
議
員
、
大
谷
議
員
が

討
論
さ
れ
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
更
に
村

を
発
展
さ
せ
る
べ
く
、
村
長
の
ご
意
向
が

深
く
、
強
く
反
映
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て

い
る
と
評
価
す
る
。
今
回
特
に
左
記
の
４

点
に
つ
い
て
賛
同
す
る
。

１　
地
方
自
治
の
根
幹
で
あ
る
、
未
来
創

生
計
画
に
関
し
て

　
未
来
創
生
計
画
と
い
う
言
葉
が
、
ま
だ

ま
だ
村
民
に
と
っ
て
も
馴
染
み
の
あ
る

も
の
と
は
言
い
難
い
状
況
で
あ
る
。
こ

の
計
画
は
、
市
町
村
が
、
自
分
た
ち
の

自
治
体
を
今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

か
目
標
を
立
て
、
そ
れ
を
検
証
し
、
見

直
し
て
い
く
、
自
治
体
の
基
本
と
な
る

も
の
で
あ
る
。
当
村
の
計
画
の
立
て
方

や
検
証
方
法
に
は
、
ま
だ
ま
だ
工
夫
の

余
地
が
あ
る
と
主
張
し
て
き
た
が
、
こ

の
た
び
、
こ
の
未
来
創
生
計
画
を
も
と

に
、
村
が
自
立
し
た
自
治
体
と
し
て
、

機
能
す
る
よ
う
議
論
を
す
る
環
境
を
整

え
た
こ
と
は
、
重
要
な
変
革
だ
と
評
価

し
て
い
る
。
た
だ
、
残
念
な
こ
と
に
今

回
の
計
画
の
検
討
時
期
が
、
次
の
村
長

選
挙
や
議
員
選
挙
の
時
期
と
重
な
っ
て

い
る
状
況
に
あ
る
。
未
来
創
生
計
画
の

議
論
の
た
め
に
は
、
村
長
や
議
員
の
選

挙
日
程
を
変
更
し
て
も
よ
い
の
で
は
と

さ
え
考
え
る
。
ま
た
村
長
と
議
会
の
独

立
性
を
保
つ
た
め
に
も
、
本
来
こ
れ
ら

二
つ
の
選
挙
は
同
日
に
行
わ
な
い
方
が
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よ
い
。
同
日
選
挙
が
費
用
の
節
約
、
ま

た
選
挙
に
出
役
の
人
の
負
担
軽
減
に
な

る
と
い
う
意
見
が
あ
る
が
、
投
票
所
の

整
備
や
オ
ン
ラ
イ
ン
投
票
な
ど
、
工
夫

す
れ
ば
選
挙
費
用
も
節
約
で
き
、
人
の

負
担
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

２　
医
療
改
革
に
関
し
て

　
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い

く
中
、
村
の
医
療
体
制
は
ど
う
あ
る
べ

き
か
の
検
討
の
場
が
設
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
、
今
日
ま
で
医
療
体
制
を
ほ
と

ん
ど
見
直
す
こ
と
は
無
か
っ
た
だ
け

に
、
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
す
る
と
い
う

感
が
あ
る
。
医
療
制
度
を
議
論
す
る
と

い
え
ば
、
と
か
く
３
つ
の
診
療
所
の
整

備
か
と
早
合
点
し
、
議
論
が
疎
ん
じ
ら

れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
あ
え
て
提
案
さ

れ
て
き
た
村
長
の
英
断
に
敬
意
を
表
し

て
い
る
。
こ
の
議
論
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
２
つ
の
要
望
が
あ
る
。

①
３
千
人
の
村
に
、
２
人
常
勤
医
師
で
、

３
つ
の
診
療
所
を
運
営
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
は
、
と
て
も
恵
ま
れ
た
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
２
人
の
医
師
が
自
分

の
実
力
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
な

環
境
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
。

　
東
山
、
豊
原
診
療
所
に
は
交
代
で
新
し

く
吉
川
先
生
が
加
わ
り
、
波
多
野
診
療

所
の
水
口
先
生
と
、
今
後
ど
ん
な
医
療

を
展
開
し
た
い
の
か
。
話
合
っ
て
も
ら

う
場
を
提
供
す
る
こ
と
が
、
医
療
改
革

の
１
つ
だ
と
思
う
。私
も
医
者
で
あ
り
、

で
き
る
こ
と
で
あ
れ
ば
お
２
人
と
と
も

　
に
、
議
論
に
加
わ
り
村
の
将
来
の
医
療

に
つ
い
て
議
論
で
き
た
ら
と
願
っ
て
い

る
。

②
村
が
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
今
回
の
医

療
制
度
の
検
討
委
員
会
に
お
い
て
は
、

村
民
の
意
見
を
、
広
く
、
深
く
時
間
を

掛
け
て
、
聞
き
、
意
見
を
ま
と
め
、
計

画
を
練
っ
て
も
ら
い
た
い
。

３　
分
校
の
本
校
化
に
関
し
て

　
分
校
の
本
校
化
を
め
ざ
し
て
、
有
機
農

業
の
教
育
を
取
入
れ
て
全
国
に
向
け
て

ユ
ニ
ー
ク
な
学
校
を
創
ろ
う
と
い
う
体

制
が
、
こ
の
た
び
予
算
化
さ
れ
た
。
先

日
の
一
般
質
問
で
、
教
育
陣
の
充
実
を

図
る
た
め
に
、
更
に
一
層
努
力
し
て
欲

し
い
と
要
望
し
た
。
常
識
的
に
は
県
の

教
育
委
員
会
に
任
せ
る
し
か
な
い
。
県

の
教
育
委
員
会
も
教
員
の
確
保
に
は
苦

労
し
て
お
り
、
県
か
ら
の
教
員
に
関
し

村
は
何
も
で
き
な
い
と
い
う
答
弁
に
な

る
。
し
か
し
、
村
長
が
、
例
え
ば
、
東

京
に
補
助
金
の
陳
情
に
行
き
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
費
や
し
、
努
力
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
こ
の
分
野
に
も
ぜ

ひ
傾
注
し
て
ほ
し
い
。

４　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

　
従
来
の
名
張
線
に
続
い
て
、
令
和
５
年

度
か
ら
奈
良
に
、
そ
し
て
令
和
６
年
度

か
ら
伊
賀
線
も
始
ま
る
こ
と
に
つ
い
て

評
価
し
た
い
。村
民
に
と
っ
て
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
は
大
切
な
交
通
手
段
に

な
っ
て
い
る
。こ
れ
ら
の
交
通
手
段
は
、

分
校
に
通
学
し
て
い
る
村
外
の
高
校
生

　
に
と
っ
て
も
大
変
重
要
な
も
の
で
あ

る
。
こ
の
４
月
か
ら
、
奈
良
か
ら
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
利
用
し
て
通
学
す

る
分
校
の
生
徒
も
誕
生
す
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
伊
賀
・
名
張
に
加
え
て
県

内
か
ら
通
学
す
る
分
校
生
が
増
え
る
も

の
と
期
待
し
て
い
る
。

　
最
後
に
、
今
回
予
算
で
編
成
さ
れ
た
計

画
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
応
援
す
る
。
し
か

し
、
実
際
に
役
場
の
職
員
が
少
し
ず
つ

減
っ
て
い
る
こ
と
が
気
に
な
る
。
退
職
、

休
職
す
る
人
た
ち
。
そ
の
上
、
令
和
６
年

度
は
、
新
規
採
用
が
な
い
。
村
長
の
計
画

を
実
行
す
る
た
め
に
は
、
人
が
頼
り
で
あ

る
。職
員
に
良
い
環
境
を
用
意
す
る
た
め
、

私
た
ち
議
員
も
協
力
し
た
い
と
思
う
。

　
　
　
　
【　
　
規　
約　
　
】

▼
奈
良
広
域
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
国
の
生
活
衛
生
等
関
係
行
政
の
機
能
強

化
の
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
の
制
定
に
伴
い
、
奈
良
広
域
水
質
検

査
セ
ン
タ
ー
組
合
規
約
の
変
更
の
必
要
が

あ
り
組
合
規
約
を
変
更
し
ま
し
た
。

▼
山
添
村
と
奈
良
県
と
の
間
の
森
林
法
に

基
づ
く
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
約
に
つ

い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

　
森
林
に
関
す
る
専
門
的
職
員
、
奈
良
県

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
を
市
町
村
に
派
遣
す
る
た

め
、
山
添
村
と
奈
良
県
と
の
間
の
森
林
法

に
基
づ
く
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
約
を

制
定
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
【　
指
定
管
理
者　
】

▼
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
（
全
会
一
致
で
可
決
）

《
公
の
施
設
》

所
在　
大
字
伏
拝
８
８
８
番
地
の
１

名
称　
森
林
科
学
館

《
指
定
管
理
者
》

所
在　
大
字
伏
拝
８
８
８
番
地
の
１

団
体
名　
神
野
山
観
光
協
会

期
間　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で

　
　
　
　
【　
　
人　
事　
　
】

▼
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
（
全
会
一

致
で
同
意
）

　

・
窪
田　
節
三　
氏
（
室
津
）

一
般
質
問
と
答
弁
の
要
旨

　
質
問
と
答
弁
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い

ま
す
。

【
質　
問
】　　
　
　
　
奥
谷
和
夫　
議
員

▼
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
）
の

村
内
河
川
等
へ
の
影
響
と
今
後
の
対
策
に

つ
い
て

１　
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
村
内
河
川
等
へ
の
影
響

を
ど
う
把
握
し
て
い
る
か
。

２　
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
ど
う
把
握
し

て
い
る
か
。

３　
今
後
の
対
応
は
ど
う
か
。

▼
自
衛
隊
の
隊
員
募
集
に
か
か
る
個
人
情
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報
保
護
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

１　
自
衛
隊
の
隊
員
募
集
に
関
し
て
、
個

人
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い
る
が
、
個
人

情
報
保
護
の
観
点
か
ら
問
題
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

２　
以
前
一
度
提
供
が
中
止
さ
れ
た
の

に
、
な
ぜ
復
活
し
た
の
か
。

３　
今
後
、
本
人
の
承
諾
が
な
い
限
り
提

供
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
　
野
村　
村
長

　
先
ず
、Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
村
内
河
川
へ
の
影

響
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
だ
が
、Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
は
、
分
解
さ
れ
に
く
く
、
蓄
積
し
、

長
距
離
を
移
動
す
る
と
い
っ
た
性
質
が
あ

る
た
め
、
現
時
点
で
は
北
極
圏
な
ど
も
含

め
世
界
中
に
広
く
残
留
し
て
い
る
。Ｐ
Ｆ

Ａ
Ｓ
の
中
で
も
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
及
び
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

は
幅
広
い
用
途
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
金

属
メ
ッ
キ
処
理
剤
、
泡
消
火
剤
な
ど
に
使

用
さ
れ
て
い
た
が
、
現
在
で
は
、
製
造
・

輸
入
等
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
。Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ

の
健
康
へ
の
影
響
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

値
の
上
昇
、
発
が
ん
性
の
可
能
性
、
免
疫

機
能
低
下
な
ど
と
の
関
連
が
報
告
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
ど
の
程
度
の
量
が
身
体

に
入
る
と
影
響
が
出
る
の
か
に
つ
い
て

は
、
確
定
的
な
知
見
は
な
い
。
こ
の
こ
と

か
ら
厚
生
労
働
省
で
は
、
２
０
２
０
年
に

水
質
管
理
目
標
設
定
項
目
に
位
置
付
け
、

科
学
的
知
見
に
基
づ
き
、
水
道
水
に
つ
い

て
、
１
リ
ッ
ト
ル
中
、
50
ナ
ノ
グ
ラ
ム
以

下
と
す
る
暫
定
目
標
値
を
定
め
て
い
る
。

本
村
に
お
い
て
は
、
簡
易
水
道
の
水
源
の

う
ち
、
村
外
を
源
流
と
す
る
河
川
を
対
象

と
し
、
原
水
及
び
浄
水
の
検
査
を
実
施
し

た
。令
和
６
年
１
月
18
日
に
原
水
検
査
を
、

切
幡
地
内
の
遅
瀬
川
、
岩
屋
地
内
の
笠
間

川
、
峰
寺
地
内
の
深
川
、
箕
輪
地
内
の
堂

前
川
の
４
箇
所
で
、
ま
た
、
令
和
６
年
２

月
８
日
に
浄
水
検
査
を
切
幡
浄
水
場
、
岩

屋
浄
水
場
、
東
山
浄
水
場
、
箕
輪
浄
水
場

で
そ
れ
ぞ
れ
行
い
、
原
水
及
び
浄
水
の
水

質
検
査
の
結
果
は
、Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検
出
さ

れ
た
が
、
す
べ
て
暫
定
目
標
値
以
下
だ
っ

た
。
　
次
に
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
ど
う
把

握
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
だ
が
、今
回
、

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検
出
さ
れ
た
の
は
、
地
球
上

を
循
環
し
、
広
く
残
留
し
て
い
る
も
の
が

原
因
と
考
え
ら
れ
、
特
定
の
場
所
や
事
業

者
に
原
因
が
あ
る
と
は
現
時
点
で
は
考
え

て
い
な
い
。

　
次
に
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
国
内

外
で
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
科
学
的
知
見
、
規
制
動

向
、
対
策
技
術
等
の
情
報
は
常
に
更
新
さ

れ
て
い
る
た
め
、
本
村
に
お
い
て
も
継
続

し
て
情
報
収
集
を
行
い
、
県
及
び
関
係
機

関
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
適
切
な
対
応
を

行
う
。

　
次
に
、
自
衛
隊
の
隊
員
募
集
に
か
か
る

情
報
提
供
に
つ
い
て
、
自
衛
隊
法
第
97
条

第
１
項
及
び
自
衛
隊
施
行
令
第
１
２
０
条

の
規
程
に
基
づ
き
自
衛
隊
よ
り
毎
年
、
隊

員
募
集
に
か
か
る
情
報
提
供
の
依
頼
が
あ

り
、
県
内
の
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
で
も
情

報
提
供
さ
れ
て
お
り
、
本
村
に
お
い
て
も

今
ま
で
同
様
に
情
報
提
供
し
て
い
た
。
し

か
し
、
今
回
の
一
般
質
問
を
受
け
、
他
の

市
町
村
の
見
解
も
参
考
に
再
検
討
を
行
っ

た
。
　
ま
ず
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
問

題
が
あ
る
の
で
は
と
の
こ
と
だ
が
、
個
人

情
報
の
観
点
で
は
、
他
の
法
律
の
条
文
の

よ
う
に
、
個
人
情
報
の
提
供
が
明
文
化
さ

れ
て
い
る
場
合
に
、
情
報
提
供
が
可
能
と

判
断
さ
れ
、
自
衛
隊
法
に
お
い
て
は
、
こ

の
個
人
情
報
の
提
供
に
関
し
て
規
定
は
な

い
。
ま
た
、
自
衛
隊
施
行
令
は
、
自
衛
隊

法
第
97
条
第
１
項
の
自
衛
隊
の
募
集
に
関

す
る
法
定
受
託
事
務
が
円
滑
に
行
わ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
を
目
的

に
定
め
ら
れ
た
規
定
と
解
釈
す
る
の
が
妥

当
で
あ
り
、
自
衛
隊
法
に
個
人
情
報
の
提

供
に
関
し
て
の
規
定
が
な
い
こ
と
か
ら
、

自
衛
隊
施
行
令
第
１
２
０
条
に
お
い
て
も

個
人
情
報
を
含
む
資
料
の
提
出
は
困
難
と

判
断
す
る
。
な
お
、
住
民
基
本
台
帳
法
で

は
、
国
又
は
地
方
公
共
団
対
の
機
関
は
、

法
令
で
定
め
る
事
務
の
遂
行
の
た
め
必
要

が
あ
る
場
合
に
は
、
４
項
目
の
個
人
情
報

の
閲
覧
を
可
能
と
し
て
い
る
た
め
、
今
後

の
情
報
提
供
は
閲
覧
に
よ
る
方
法
に
変
更

し
、
対
応
し
た
い
。

　
次
に
、
以
前
一
度
提
供
が
中
止
さ
れ
た

が
、
な
ぜ
復
活
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
に

つ
い
て
、
令
和
２
年
12
月
の
令
和
２
年
の

地
方
か
ら
の
提
案
等
に
関
す
る
対
応
方
針

に
お
い
て
、
自
衛
隊
か
ら
の
情
報
提
供
に

つ
い
て
、
再
度
明
確
化
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
に
基
づ
き
情
報
提
供
し
て
い
た

が
、
先
ほ
ど
の
回
答
の
と
お
り
対
応
を
変

更
す
る
。

　
次
に
、
本
人
の
承
諾
が
な
い
限
り
提
供

を
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
と
の
こ

と
だ
が
、
先
ほ
ど
の
回
答
の
と
お
り
対
応

を
変
更
し
、
今
後
と
も
個
人
情
報
保
護
の

考
え
を
第
一
に
対
応
し
て
い
く
。

【
質　
問
】　　
　
　
　
大
谷
敏
治　
議
員

▼
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
と
活
用
に
つ
い
て

１　
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
、

①
昨
年
は
、
全
国
的
に
熊
な
ど
が
農
村
地

帯
の
み
な
ら
ず
住
宅
地
へ
出
没
す
る
な

ど
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
た
こ
と

は
記
憶
に
新
し
い
。
ま
た
、
熊
ら
し
き

も
の
が
出
没
し
た
情
報
を
聞
く
よ
う
に

な
っ
た
中
に
お
い
て
、
地
域
住
民
の
安

心
安
全
を
守
る
た
め
、
全
庁
的
な
体
制

強
化
を
図
る
考
え
は
な
い
か
。

②
ア
プ
リ
を
活
用
し
、
被
害
箇
所
や
目
撃

情
報
を
地
図
に
落
と
し
込
む
こ
と
で
、

被
害
の
全
体
像
を
把
握
し
、
実
効
性
の

あ
る
有
害
鳥
獣
対
策
が
可
能
に
な
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

２　
農
地
の
掘
り
起
こ
し
被
害
に
つ
い
て

地
域
農
地
を
持
続
的
に
守
っ
て
い
く
こ

と
は
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
を
守
っ
て

い
く
こ
と
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と

か
ら
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
掘
り
起
こ
し

被
害
に
あ
っ
た
耕
作
地
の
復
旧
に
あ
っ

て
は
、
公
的
な
支
援
や
補
助
等
を
す
る
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考
え
は
な
い
か
。

３　
有
害
鳥
獣
を
捕
獲
し
た
後
の
処
理
の

在
り
方
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
の
解
体
や
埋
設
処
理
に
つ
い

て
は
、
解
体
作
業
に
手
間
が
か
か
る
こ

と
や
、
埋
設
場
所
の
確
保
、
重
機
の
手

配
等
の
課
題
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
対

策
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
　
野
村　
村
長

　
本
村
で
も
熊
ら
し
き
動
物
の
情
報
が
昨

年
秋
か
ら
２
件
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
確

実
な
手
が
か
り
は
な
か
っ
た
。
奈
良
県
の

調
査
で
は
本
村
は
生
息
地
域
で
な
い
と
さ

れ
て
お
り
、
今
後
も
出
没
の
情
報
が
入
れ

ば
、
関
係
機
関
と
も
連
携
し
、
注
意
喚
起

を
行
っ
て
い
く
。
な
お
、
カ
メ
ラ
や
足
跡

等
で
熊
の
出
没
が
明
ら
か
な
場
合
は
、
県

主
導
で
捕
獲
を
行
う
。

　
次
に
地
図
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
は
と
の

こ
と
だ
が
、
鳥
獣
は
広
範
囲
に
移
動
し
出

没
す
る
た
め
、
効
率
的
な
捕
獲
に
つ
な
が

る
情
報
に
な
る
か
、
ま
た
捕
獲
数
の
増
加

に
つ
な
が
る
か
が
分
か
ら
な
い
た
め
、
現

段
階
で
は
ア
プ
リ
の
導
入
は
考
え
て
い
な

い
。
し
か
し
、
現
在
、
猟
友
会
の
方
々
の

足
跡
や
被
害
状
況
等
を
考
慮
し
た
捕
獲
の

工
夫
に
よ
り
、
捕
獲
数
は
増
え
て
い
る
。

　
次
に
、
農
地
の
掘
り
起
こ
し
被
害
の
補

助
金
に
つ
い
て
、
現
在
補
助
金
の
計
画
は

な
い
。
し
か
し
、
鳥
獣
柵
を
設
置
す
る
場

合
、
農
地
の
土
手
等
も
作
付
け
を
形
成
し

て
い
る
重
要
な
一
部
分
で
あ
り
、
崩
壊
等

の
被
害
の
防
止
を
含
め
、
広
域
に
囲
う
よ

れ
を
ど
の
よ
う
に
実
現
さ
せ
る
の
か
。
村

長
の
考
え
は
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
　
野
村　
村
長

　
村
民
の
身
近
に
あ
る
診
療
所
は
、
気
軽

に
信
頼
し
て
受
診
で
き
る
、
生
活
の
安
心

を
支
え
る
医
療
の
場
と
し
て
大
変
重
要
な

も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
指
摘

の
と
お
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
最
後
ま

で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療
や

介
護
、
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ

る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
本
村
で
推

進
す
る
に
あ
た
っ
て
、
診
療
所
が
担
う
役

割
は
非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
も
踏
ま
え
、
こ

れ
ま
で
本
村
で
は
東
山
・
豊
原
・
波
多
野

の
３
診
療
所
に
お
い
て
、
２
人
の
常
勤
医

師
を
中
心
に
、
往
診
や
訪
問
看
護
も
含
め

た
在
宅
医
療
の
取
組
、
ま
た
、
施
設
の
補

修
や
医
療
機
器
の
計
画
的
な
更
新
を
行

い
、
人
員
・
設
備
両
面
で
の
診
療
環
境
の

充
実
に
努
め
て
き
た
。
し
か
し
、
高
齢
化

の
さ
ら
な
る
進
展
に
よ
り
、
自
宅
で
の
療

養
や
看
取
り
も
含
め
た
、
在
宅
医
療
の
需

要
が
急
激
に
高
ま
る
中
に
あ
っ
て
、
現
状

の
人
員
配
置
や
診
療
体
制
で
は
充
分
に
そ

の
需
要
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
。
こ
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
現
在
の
医
療
体
制
そ
の
も
の
を
見
直

す
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
望
ま
し
い
診
療
所
の
姿
に
関
し
て
は
、

他
の
村
内
医
療
機
関
も
交
え
た
全
村
的
な

医
療
体
制
検
討
の
中
で
、
具
体
化
し
て
い

き
た
い
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
も
、
村

民
の
声
を
し
っ
か
り
聞
く
場
面
を
設
け
た

い
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
令
和
６
年

度
中
に
は
、
村
内
医
療
機
関
関
係
者
や
村

民
も
交
え
、
医
療
体
制
を
検
討
し
、
10
年

後
、
20
年
後
を
見
据
え
た
医
療
体
制
を
考

え
て
い
く
。

【
質　
問
】　　
　
　
　
野
村
信
介　
議
員

▼
村
内
の
宿
泊
施
設
や
研
修
施
設
の
充
実

に
つ
い
て

　
最
近
当
村
は
、
様
々
な
大
学
や
教
育
機

関
、
団
体
と
の
連
携
や
協
定
が
結
ば
れ
て

い
る
。
多
種
多
様
な
目
的
に
向
か
っ
て
連

携
や
協
定
を
実
行
す
る
と
、
人
の
移
動
と

交
流
が
盛
ん
と
な
る
。
し
か
し
、
当
村
に

は
、
外
部
か
ら
の
人
々
を
迎
え
入
れ
る
体

制
が
整
っ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
宿

泊
な
ど
に
利
用
で
き
る
家
屋
や
施
設
が
足

り
な
い
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る
に
も
、
村

民
に
は
ま
だ
そ
の
意
識
が
足
り
な
い
。
こ

の
状
況
で
は
、
せ
っ
か
く
の
連
携
や
協
定

が
機
能
す
る
の
か
危
惧
さ
れ
る
が
、
村
と

し
て
は
ど
の
よ
う
に
取
組
む
の
か
。

▼
山
添
分
校
の
教
育
体
制
に
つ
い
て

　
12
月
の
定
例
会
に
お
い
て
、
村
長
は
、

分
校
が
村
の
農
業
振
興
、
活
性
化
に
も
つ

な
が
る
可
能
性
が
あ
る
な
ら
、
本
校
化
を

め
ざ
し
た
取
組
に
挑
戦
す
る
と
決
意
し
、

今
後
、
教
育
委
員
会
と
学
校
、
地
域
で
協

力
し
な
が
ら
、
で
き
る
こ
と
か
ら
取
組
ん

で
い
き
た
い
と
述
べ
た
。
県
立
高
等
学
校

で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
教
育
陣
は
県
教
育
委

員
会
の
決
断
に
委
ね
ら
れ
る
の
か
。
こ
の

う
、
地
域
と
調
整
し
て
い
る
。

　
最
後
に
有
害
鳥
獣
の
処
理
に
つ
い
て

は
、
鳥
獣
法
で
狩
猟
免
許
取
得
者
の
責
務

と
し
て
、
捕
獲
し
た
鳥
獣
は
、
全
量
回
収

す
る
か
、
適
切
に
埋
設
処
理
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
お
り
、
捕
獲
し
た
場
所
に
放
置
し

て
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
有

害
捕
獲
さ
れ
た
鳥
獣
肉
を
用
い
た
食
品
、

ド
ッ
グ
フ
ー
ド
や
レ
ザ
ー
商
品
等
の
事
業

者
も
増
え
て
お
り
、
個
体
の
有
効
活
用
を

推
奨
す
る
こ
と
で
処
理
の
軽
減
を
図
っ
て

い
る
。

【
質　
問
】　　
　
　
　
藤
田
和
子　
議
員

▼
診
療
所
の
こ
れ
か
ら
の
在
り
方
に
つ
い

て
　
現
在
、村
に
３
箇
所
に
診
療
所
が
あ
る
。

身
近
に
あ
る
診
療
所
は
、
村
民
の
安
心
を

支
え
る
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
山

添
村
が
誕
生
し
て
か
ら
も
う
す
ぐ
、
70
年

に
な
る
。
少
子
化
、
高
齢
化
、
人
口
減
の

中
で
、
村
内
外
の
状
況
も
大
き
く
変
化
し

た
。
診
療
所
の
患
者
数
は
減
少
の
一
途
で

あ
る
。
医
療
関
係
者
の
人
材
不
足
も
問
題

に
な
っ
て
い
る
。
政
府
は
、
在
宅
で
の
医

療
・
ケ
ア
を
充
実
さ
せ
る
な
ど
を
目
的
と

し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

施
策
に
掲
げ
て
い
る
。
過
去
の
議
会
、
全

員
協
議
会
で
も
、
何
度
か
診
療
所
の
在
り

方
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。
診
療
所
の
課
題
と
は
何
か
。
10
年

先
、
20
年
先
を
見
据
え
た
、
村
民
に
と
っ

て
望
ま
し
い
診
療
所
の
在
り
方
。
ま
た
そ

2024.5　広報やまぞえ13

（第１回定例会）　　議会だより



補正予算の内容 （単位：千円）

〇令和５年度一般会計補正予算（第７号）

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金等

補正前の額 計補正額

〇令和５年度簡易水道特別会計補正予算（第２号）

簡易水道事業債償還利子

補正前の額 計補正額

〇令和５年度一般会計補正予算（第８号）

職員退職手当負担金、
住民基本台帳ネットワークシステム改修費、
戸籍情報システム改修費

補正前の額 計補正額

〇令和５年度介護保険特別会計補正予算（第４号）
【保険事業勘定】

介護予防サービス給付費、介護予防サービス計画給付費

補正前の額 計補正額

〇令和５年度国民健康保険特別会計補正予算（第６号）
【診療施設勘定】

医師給与等負担金

補正前の額 計補正額

議
会
の
あ
ゆ
み

学
校
は
、
村
立
高
等
学
校
で
も
あ
る
の
だ

か
ら
、
当
村
の
希
望
を
県
に
働
き
か
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

【
答　
弁
】　　
　
　
　
　
　
野
村　
村
長

　
先
ず
村
内
の
宿
泊
施
設
や
研
修
施
設
の

充
実
に
つ
い
て
だ
が
、
村
に
来
村
さ
れ
る

方
々
に
対
す
る
宿
泊
施
設
は
少
な
く
、
公

式
の
来
客
に
対
し
て
も
伊
賀
市
や
名
張
市

の
宿
泊
施
設
を
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
。

こ
れ
は
、
村
の
観
光
資
源
の
活
用
に
と
っ

て
も
マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。
就
任
当
初
か
ら

こ
の
こ
と
は
、一
つ
の
課
題
と
し
て
挙
げ
、

空
き
校
舎
の
宿
泊
施
設
化
や
保
育
園
跡
地

の
園
庭
を
利
用
し
た
集
合
住
宅
の
建
設
、

ま
た
、
神
野
山
一
帯
の
観
光
開
発
の
中
で

の
宿
泊
施
設
の
誘
致
等
も
現
在
検
討
中
で

あ
る
。
特
に
保
育
園
の
園
庭
へ
の
集
合
住

宅
建
設
は
、
地
域
の
協
力
を
得
ら
れ
れ
ば

可
能
性
は
大
き
い
と
考
え
る
。
し
か
し
、

特
に
箱
物
を
作
る
と
な
る
と
多
く
の
予
算

と
維
持
管
理
費
が
必
要
と
な
る
。
民
間
企

業
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
る
。
ま
た
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
関

し
ま
し
て
は
、
数
年
前
ま
で
国
際
交
流
と

し
て
、
続
け
ら
れ
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
で

活
動
は
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
今
後
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
を
募
り
、
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
に
協
力
い
た
だ
け
る
家
庭
を
増
や
し
て

い
く
予
定
で
あ
る
。

　
今
回
連
携
協
定
を
結
ん
だ
パ
ー
ペ
チ
ュ

ア
ル
ヘ
ル
プ
大
学
は
、
本
村
で
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
含
め
た
交
流
を
期
待
さ
れ
て
い

る
の
で
、
教
育
委
員
会
を
中
心
に
、
村
民

の
理
解
を
得
る
た
め
の
取
組
を
今
か
ら
進

め
る
計
画
で
あ
る
。
た
だ
、
持
続
可
能
な

連
携
協
定
で
あ
る
た
め
に
も
、
ソ
フ
ト
面

で
は
、
こ
ど
も
園
か
ら
国
際
交
流
の
学
び

を
取
入
れ
、
今
後
開
か
れ
る
村
の
事
業
や

行
事
で
も
国
際
交
流
を
目
指
し
た
ブ
ー
ス

を
設
置
す
る
な
ど
、
村
民
の
生
活
に
う
ま

く
溶
け
込
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
取
組

を
考
え
て
い
く
。
実
際
、
村
に
は
、
１
０

０
人
近
い
外
国
人
労
働
者
が
就
労
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
方
々
と
の
交
流
に
も
つ
な
が

る
と
考
え
て
い
る
。

　
次
に
高
等
学
校
の
教
員
の
体
制
に
つ
い

て
、
山
添
分
校
は
、
１
学
年
30
名
が
４
学

年
、す
な
わ
ち
１
２
０
名
が
生
徒
定
員
で
、

１
２
０
名
に
対
し
て
教
員
８
名
と
い
う
の

が
法
的
に
は
一
つ
の
目
安
と
な
っ
て
い

る
。
年
度
当
初
、
山
添
分
校
の
生
徒
数
は

34
名
だ
っ
た
が
、
８
名
の
県
費
教
員
が
配

置
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
要
望
に
つ
い
て
は

教
育
委
員
会
、
と
り
わ
け
高
等
学
校
に
関

し
て
は
学
校
長
も
尽
力
し
て
い
る
。た
だ
、

要
望
が
す
べ
て
通
る
と
い
う
訳
に
は
い
か

な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
後

も
村
教
委
と
し
て
の
要
望
は
続
け
て
い

く
。
一
方
で
、
県
の
教
員
が
無
理
な
場
合

は
、
村
費
の
教
員
を
採
用
す
る
こ
と
は
可

能
だ
が
、
人
口
減
少・少
子
高
齢
化
の
中
、

職
員
減
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
中
で
、
村

費
教
員
を
採
用
す
る
の
は
、
難
し
い
と
考

え
る
。
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　地球温暖化防止や治水などさまざまな機能を持つ森林。しかし、整備やその担い手不足などが現在大きな課題となって
います。
　そこで令和６年度から、森林整備やその促進を目的とした森林環境税（国税）が村・県民税と合わせて課税されます。
　納付された森林環境税は、市町村を通じて国が受け取り、全額が森林環境譲与税として地方に譲与され、活用されます。

問  税務会計課

令和６年度
から

総務課 85-0041
行政相談、人権相談、情報公開、
消費生活相談、議会、選挙、広報、
統計、消防、防災、防犯、
交通安全などに関すること

環境衛生課 85-0047
簡易水道、下水道、公害、環境美化、
蓄犬、エネルギーなどに関すること

地域振興課 85-0048
商工業、観光、移住定住、
地域づくり、
ふるさと納税などに関すること

農林建設課 85-0046
農業委員会、農地・農業相談、
農林水産、地籍調査、道路、河川、
災害復旧などに関すること

教育委員会事務局 85-0049
学校教育、社会教育、社会体育、
生涯学習、文化財、
公民館などに関すること

総合政策課 85-0040
総合計画、地方創生、定住自立圏構想、
業務改革及びデジタル化推進、
企業版ふるさと納税、重要施策の総合調整、
村長の特命事項などに関すること

税務会計課 85-0043
出納、会計、村税、介護保険料、
国民健康保険税、
後期高齢者医療保険料、
介護保険料などに関すること

住民福祉課 85-0045
戸籍、印鑑登録、住民票、諸証明、
国民年金、児童手当、
国民健康保険、後期高齢者医療、
福祉医療、介護保険、社会福祉、
保健、予防などに関すること

85-0253 浄化槽維持管理、し尿汲取り山辺衛生センター  
山辺環境衛生組合

今月の情報
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税
・
保
険

　

令
和
６
年
度
村
税
等
の

　

納
付
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
度
村
税
等
の
納
付
月
は
下
記

の
表
の
と
お
り
で
す
。

　
各
村
税
等
の
第
１
期
納
付
書
を
送
付
す

る
際
に
、
第
２
期
以
降
の
分
も
ま
と
め
て

一
括
送
付
し
ま
す
。
以
降
、
納
付
月
に
は

改
め
て
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
大
切
に
保
管

し
、
期
日
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
年
度
途
中
で
税
額
等
に
変
更
が
生
じ
た

場
合
は
、
そ
の
都
度
変
更
後
の
納
付
書
を

一
括
で
送
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
各
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
手

数
料
、
延
滞
金
が
発
生
し
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
口
座
振
替
納
付
を
ご
利
用
の
方
は
、
預

金
残
高
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
納
め
忘
れ
の
心
配
が
な
い
口
座
振
替
納

付
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
金
融
機
関
で

手
続
き
が
必
要
で
す
。
利
用
可
能
な
金
融

機
関
は
、
南
都
銀
行
、
奈
良
県
農
協
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
で
す
。

　
ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
通

称
「
コ
ン
ビ
ニ
」
）
で
も
村
税
等
の
納
付

が
可
能
で
す
。
各
コ
ン
ビ
ニ
店
舗
の
営
業

時
間
内
な
ら
い
つ
で
も
納
付
可
能
な
コ
ン

ビ
ニ
納
付
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問　
税
務
会
計
課

　

高
血
圧
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　
５
月
17
日
は
「
高
血
圧
の
日
」
で
す
。

　
高
血
圧
の
状
態
が
続
く
と
血
管
が
硬
く

狭
く
な
り
（
動
脈
硬
化
）
、
さ
ら
に
血
圧

が
上
昇
し
ま
す
。
高
血
圧
は
、
ほ
と
ん
ど

自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。
放
置
し
て
お

く
と
動
脈
硬
化
が
進
行
し
て
、
脳
卒
中
・

心
筋
梗
塞
・
腎
臓
病
な
ど
重
大
な
病
気
に

な
る
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。
ま
ず
は
自

宅
で
血
圧
を
測
り
ま
し
ょ
う
。
血
圧
が
135

／
85
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
を
超
え
る
場
合
は
高
血
圧

で
す
。

★
生
活
習
慣
で
気
を
つ
け
る
こ
と

　
・
減
塩
を
心
が
け
る

　
・
野
菜
を
摂
取
す
る　

※

１
日
の
野
菜
の
適
量
（
生
野
菜
の
場

合
）
毎
食
両
手
に
山
盛
り
１
杯
、
１
日

ト
ー
タ
ル
350
ｇ
を
目
標
に
。
た
だ
し
腎

臓
障
害
の
あ
る
方
は
医
師
に
相
談
が
必

要
で
す
。

　
・
多
量
飲
酒
を
控
え
る

　
・
肥
満
の
予
防
や
改
善

　
・
日
頃
か
ら
体
を
動
か
す

　
・
禁
煙　

問　
住
民
福
祉
課

　
　
５
月
31
日
〜
６
月
６
日
は

　
　
　
　
　
　
　
　
禁
煙
週
間
で
す
。

　
山
添
村
の
喫
煙
率
は
奈
良
県
の
喫
煙
率

に
比
べ
て
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
タ
バ
コ
を
吸
う
こ
と
に
よ
る
健
康
へ
の

影
響
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
禁
煙
で
き

な
い
の
は
タ
バ
コ
の
煙
に
含
ま
れ
て
い
る

ニ
コ
チ
ン
に
よ
る
「
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
」

の
せ
い
で
す
。
加
熱
式
た
ば
こ
・
電
子
た

ば
こ
も
危
険
で
す
。
禁
煙
に
手
遅
れ
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
、
お
近
く
の
禁
煙
支

援
医
療
機
関
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

★
村
内
禁
煙
支
援
医
療
機
関　
波
多
野
診

療
所

問　
住
民
福
祉
課

健
康
・
福
祉

５
月
31
日
は
世
界
禁
煙
デ
ー
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問  住民福祉課

▶対象　接種当日に住民登録がある66歳以
上の方で、初めて肺炎球菌ワクチンを接種し
た方、または２回以上接種した方で過去に助
成をうけていない方。
※今年度の定期接種対象者、過去に定期接種
を受けた方、過去に任意接種での助成を受
けた方は、助成の対象外になります。
▶対象ワクチン　23価肺炎球菌ワクチン
▶助成金額　４,０００円
▶申請方法　接種後、住民福祉課で手続きを
行ってください。
▶必要書類　
①領収書（接種したワクチン名が記載されているもの）
②印鑑
③振込先の通帳又は振込先が分かるもの

肺炎は日本の死亡原因の第５位であり、成人の肺炎の約２～３割は、肺炎球菌と
いう細菌により引き起こされるとの報告があります。肺炎球菌ワクチンの接種
により肺炎の発症予防や重症化を防ぐ効果があるといわれています。

　帯状疱疹は、「水ぼうそう」に感染後、生涯にわたって神経
に潜伏感染しているウイルスが、加齢や疲労などにより免疫
が低下することで再活動を始め発症する病気です。山添村
では発症予防を目的に、予防接種費用の一部を助成します。
▶対象　令和5年4月1日以降に接種した住民登録のある
　　　　50歳以上の方
▶対象ワクチン　
・生ワクチン（ビゲン）　・不活化ワクチン（シングリックス）
※帯状疱疹ワクチンは２種類あります。どちらを接種するか
については、医療機関にご相談ください。
▶助成金額　３,５００円
※助成が受けられるのは生涯で１回のみです。
▶申請方法　接種後、住民福祉課で手続きを行ってください。
▶必要書類　①領収書（接種したワクチン名が記載されているもの）
　　　　　　　  ②印鑑
　　　　　　　  ③振込先の通帳又は振込先が分かるもの

※接種を希望する方は、
　事前に医療機関で予約してください。

▶対象
①本村に住民登録がある65歳の方(対象者には案内を
送付します)

②60～64歳で心臓や腎臓、呼吸器の機能に障害があり
身の回りの生活を極度に制限される方、ヒト免疫不全
ウイルスによる免疫の機能に障害があり日常生活が
ほとんど不可能な方

※定期接種は①、②を通して生涯で１回のみとなります。
※定期接種の機会は65歳の１年間です。定期接種の対
象で接種を希望する方は、接種の機会を逸することが
ないようご注意ください。

※対象②の方、村外・県外の医療機関で接種する方は住
民福祉課で事前手続きが必要です。
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一
般
不
妊
治
療
費
用
等
の

　

費
用
助
成
に
つ
い
て

　
産
婦
人
科
又
は
泌
尿
器
科
を
掲
げ
る
医

療
機
関
に
お
い
て
不
妊
症
と
診
断
さ
れ
た

方
に
対
し
て
、不
妊
検
査
や
不
妊
治
療（
男

性
不
妊
を
含
む
）
に
係
る
自
己
負
担
額
の

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※

た
だ
し
、
不
妊
治
療
に
は
至
ら
ず
、
不

妊
検
査
の
み
の
場
合
や
第
３
者
か
ら
の

精
子
、
卵
子
又
は
胚
の
提
供
、
代
理
母

の
場
合
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

▼
対
象
者

　
不
妊
治
療
日
に
お
い
て
本
村
に
住
民
登

録
が
あ
る
夫
婦

　
夫
及
び
妻
が
医
療
保
険
各
法
に
お
け
る

被
保
険
者
又
は
、
被
扶
養
者
で
あ
る
夫
婦

▼
助
成
金
額　

　
１
年
度
あ
た
り
上
限
10
万
円

※

入
院
時
の
差
額
ベ
ッ
ド
代
・
食
事
代
な

ど
直
接
治
療
に
関
係
の
な
い
費
用
は
除

き
ま
す
。

▼
助
成
期
間　

　
令
和
６
年
４
月
１
日
以
降
で
不
妊
検
査

や
不
妊
治
療
を
開
始
し
た
診
療
日
の
属
す

る
月
か
ら
起
算
し
て
５
年
間

▼
申
請
方
法

　
１
年
度
分（
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
）

を
ま
と
め
て
４
月
末
日
ま
で
に
住
民
福
祉

課
に
必
要
書
類
を
提
出
。

▼
必
要
書
類
等

　
不
妊
治
療
開
始
時
に
必
要
書
類
を
送
付

子
育
て
・
教
育

環
境
・
エ
コ

し
ま
す
の
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
住
民
福
祉
課

　

小
中
一
貫
教
育
ト
ピ
ッ
ク
⑧

　
〜
「
学
び
」
つ
な
が
る
山
添
の
教
育
〜

　
教
育
委
員
会
で
は
、
小
中
一
貫
教
育
の

具
現
化
を
図
る
た
め
に
、
山
添
村
小
中
一

貫
教
育
推
進
委
員
会
と
３
つ
の
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
昨
年

度
、
計
３
回
の
推
進
委
員
会
と
計
５
回
の

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
開
催
し
、
教
育

内
容
や
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
に
つ
い

て
協
議
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
も

と
に
、
村
が
目
指
す
小
中
一
貫
教
育
に
つ

い
て
の
現
時
点
で
の
計
画
内
容
を
示
し
た

「
山
添
村
小
中
一
貫
教
育
推
進
基
本
計
画
」

と
「
山
添
村
義
務
教
育
学
校
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
推
進
基
本

計
画
に
は
、
令
和
９
年
４
月
に
、
現
在
の

中
学
校
の
敷
地
内
に
施
設
一
体
型
の
義
務

教
育
学
校
を
開
校
す
る
こ
と
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
近
日
中
に
役
場

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
紹
介
し
ま
す
。

問　
教
育
委
員
会
事
務
局

　

入
学
支
援
助
成
金
に
つ
い
て

　
小
学
校
、中
学
校
、高
等
学
校
等
へ
入
学

さ
れ
る
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
方
に
対

し
て
、経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
に

入
学
支
援
の
助
成
を
行
って
い
ま
す
。

　
受
付
期
間
が
あ
る
た
め
、お
早
め
に
お
手

続
き
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

　
村
内
に
住
所
を
有
す
る
保
護
者

▼
助
成
額　
１
０
，
０
０
０
円

▼
受
付
期
間

　
令
和
６
年
６
月
28
日
（
金
）
ま
で

問　
教
育
委
員
会
事
務
局

　

６
月
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

　
６
月
の
リ
サ
イ
ク
ル
物
品
回
収
日
は
次
の

と
お
り
で
す
。

問　
環
境
衛
生
課

パート・アルバイト募集　
花に囲まれて楽しくお仕事をしてみませんか！花香房

1. 接客スタッフ（アルバイト）募集！
時　　間：

年　　齢：
仕事内容：
時　　給：

おもに土・日曜日及び祝日
8:30 ～17:00 内で 7 時間勤務（応相談）
高校生以上
接客・レジ・花の管理等
940 円～

2.花の生産及び管理スタッフ募集！
時　　間：

仕事内容：
時　　給：

8:00 ～17:00 内で 7 時間勤務
週 1～ 4日程度（季節により変動があります）
（応相談）

花の生産及び管理・出荷準備等
940 円～

花香房（中西農園）　☎0743-85-1187　E-maill：info@hanakoubou.jp 　担当：中西
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新
し
い
ご
み
処
理
施
設
の
愛
称
を

　
募
集
し
ま
す

　
山
辺
・
県
北
西
部
広
域
環
境
衛
生
組
合

で
は
天
理
市
内
に
お
い
て
、
組
合
の
構
成

市
町
村
（
山
添
村
を
含
む
10
市
町
村
）
か

ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
を
処
理
す
る
た
め
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
型
廃
棄
物
処
理
施
設

（
焼
却
施
設
）
及
び
マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
施
設
（
粗
大
・
リ
サ
イ
ク
ル
施

設
）
を
建
設
し
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
ご
み
処
理
施
設
が
親
し
み
を
持

て
る
施
設
と
な
る
よ
う
、
施
設
の
愛
称
を

募
集
し
ま
す
。

▼
対
象

構
成
市
町
村
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
す
る
人

▼
応
募
締
切　
令
和
６
年
６
月
14
日（
金
）

▼
賞
品

　
・
最
優
秀
作
品
賞
（
１
点
）

　
　
　
５
万
円
分
の
商
品
券

　
・
優
秀
賞
（
２
点
）

　
　
　
３
万
円
分
の
商
品
券

　
応
募
方
法
等
、
詳
し
く
は
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問　
環
境
衛
生
課

エネルギー回収型
廃棄物処理施設

マテリアルリサイクル
推進施設

募
集
・
相
談

そ
の
他

　
寄
附
金
の
収
納
事
務
を

　
委
託
し
て
い
ま
す

　
村
で
は
、
次
の
と
お
り
収
納
事
務
の
委

託
先
を
追
加
し
ま
し
た
の
で
、
規
定
に
よ

り
公
表
し
ま
す
。

▼
委
託
事
務
名

　
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の
収
納
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
公
金
支
払
い
の
方
法

に
よ
り
納
付
さ
れ
る
も
の
に
限
る
。）

▼
委
託
先
の
名
称
及
び
事
務
所
の
所
在
地

・
株
式
会
社
さ
と
ふ
る

東
京
都
中
央
区
京
橋
二
丁
目
２
番
１
号

問　
地
域
振
興
課

　
森
林
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
が

　
派
遣
さ
れ
ま
し
た

　
奈
良
県
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、
奈
良

県
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー
で
２
年

間
、
森
林
環
境
管
理
に
関
す
る
知
識
や
技

能
を
習
得
し
た
森
林
管
理
職
が
「
奈
良
県

フ
ォ
レ
ス
タ
ー
」
と
し
て
山
添
村
に
派
遣

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県
職
員
を
同
一

市
町
村
に
長
期
間
派
遣
す
る
取
組
で
、
現

在
山
添
村
を
含
む
９
市
町
村
に
派
遣
さ
れ

て
い
ま
す
。
派
遣
職
員
は
山
添
村
の
職
員

と
し
て
林
務
行
政
を
担
当
し
、
主
に
伐
採

届
等
の
受
理
や
森
林
環
境
管
理
に
関
す
る

業
務
を
行
い
ま
す
。

問　
農
林
建
設
課

　
混
交
林
誘
導
整
備
事
業
に
つ
い
て

　
手
入
れ
さ
れ
ず
に
放
置
さ
れ
た
ス
ギ
・

ヒ
ノ
キ
等
を
植
林
し
た
人
工
林
は
、
時
間

の
経
過
と
と
も
に
山
の
機
能
が
衰
え
災
害

発
生
の
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
混
交
林
誘
導
整
備
事
業
で
は
、
植
林
さ

れ
た
人
工
林
の
間
に
ク
ヌ
ギ
や
キ
ハ
ダ
等

の
広
葉
樹
を
新
し
く
植
え
、
山
が
本
来
持

つ
湛
水
機
能
や
、
豊
か
な
自
然
環
境
の
回

復
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
で

す
。

　
山
の
手
入
れ
を
行
い
た
い
と
お
考
え
の

方
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
事
業
対
象
区
域

次
の
①
〜
④
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
区
域

　
①
人
家
・
公
共
施
設
周
辺

　
②
公
道
に
近
接
す
る
区
域

　
③
集
落
水
源
の
集
水
区
域

④
そ
の
他
森
林
防
災
上
重
要
と
村
が
位

置
づ
け
る
区
域

　
か
つ
、
10
年
以
上
手
入
れ
さ
れ
て
い
な

い
森
林

▼
面
積
要
件

　
１
カ
所
あ
た
り
１
０
０
０
㎡
以
上

▼
土
所
有
者
負
担

　
無
料

▼
申
込
期
限

　
令
和
６
年
７
月
31
日
（
水
）
ま
で

問　
農
林
建
設
課
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能
登
半
島
地
震
の
義
援
金
募
金
に

　
暖
か
い
ご
支
援

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
お
預
か
り
し
た
募
金
は
３
月
末
で
４
０

３
，
１
５
６
円
に
な
り
、
石
川
県
を
通
じ

て
被
災
地
へ
お
送
り
し
ま
し
た
。
役
場
で

の
義
援
金
受
付
は
終
了
し
ま
す
が
、
引
き

続
き
社
会
福
祉
協
議
会
（
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
）
に
て
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
総
務
課

　
奈
良
県
警
察
安
全
・
安
心
ア
プ
リ

　
「
ナ
ポ
リ
ス
」
運
用
開
始

　
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
の
安
全
・
安
心
を
守

る
奈
良
県
警
察
公
式
ア
プ
リ
が
誕
生
し
ま

し
た
。
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
イ
ン
ス

ト
ー
ル
で
き
ま
す
。

問　
奈
良
県
警
察
本
部

　
　
　
　
☎
０
７
４
２

－

23

－
０
１
１
０

　
　
天
理
警
察
署
生
活
安
全
課

　
　
　
　
☎
０
７
４
３

－
62

－

０
１
１
０

　
【
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
有
効
活
用
】

　
救
急
現
場
利
用
の
実
証
事
業
を

　
実
施
し
ま
す

　
総
務
省
消
防
庁
の
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
活
用
し
た
救
急
業
務
の
迅
速

化
・
円
滑
化
に
向
け
た
実
証
事
業
」
に
奈

良
県
広
域
消
防
組
合
が
選
定
さ
れ
、
令
和

６
年
５
月
中
旬
よ
り
順
次
、
実
証
事
業
を

開
始
し
ま
す
。

　
こ
の
実
証
事
業
は
、
救
急
現
場
で
傷
病

者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
か
ら
医
療
情

報
を
取
得
し
、
救
急
活
動
の
迅
速
化
・
円

滑
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

が
、
傷
病
者
ご
本
人
等
の
同
意
が
得
ら
れ

た
場
合
に
実
施
し
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

〈
実
証
で
き
る
対
象
〉

◆
救
急
隊
が
必
要
と
判
断
し
、
以
下
の
条

件
を
満
た
し
た
場
合
の
み
実
施
対
象
と
な

り
ま
す

①
健
康
保
険
証
の
利
用
登
録
し
た
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
所
持
し
て
い
る
場
合

②
傷
病
者
等
の
同
意
が
得
ら
れ
る
場
合

（
重
篤
な
症
状
等
の
た
め
、
傷
病
者
か

ら
同
意
を
得
ら
れ
な
い
場
合
等
の
対
応

は
、
現
在
総
務
省
消
防
庁
に
お
い
て
調

整
中
で
す
）

　
詳
し
く
は
、
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合　
消
防
本
部

警
防
部
救
急
課

POLICE
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山
添
村
に
て
古
文
書
調
査
を
開
始
し
て
２
０
２
４
年
３

月
で
10
年
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
始
ま
り
は
、
毛
原
構
造

改
善
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
た
毛
原
地
区
の
古
文
書
調
査
で

し
た
。
そ
れ
か
ら
毎
年
２
月
ま
た
は
３
月
に
二
日
間
と
９

月
の
二
日
間
と
い
っ
た
ペ
ー
ス
で
調
査
を
続
け
て
き
ま
し

た
。

　
会
場
は
波
多
野
公
民
館
・
五
月
川
セ
ン
タ
ー
・
東
豊
館

と
村
内
の
各
施
設
を
利
用
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
最

近
は
、
東
豊
館
で
実
施
し
、
本
年
２
月
27
日
・
28
日
に
も

奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科
学
生
18
人
と
史
学
科
教
員
６
人

で
調
査
を
進
め
ま
し
た
。

　
費
用
は
大
学
の
特
別
研
究
費
を
活
用
し
て
始
め
ま
し
た

が
、
こ
の
10
年
の
間
に
村
と
大
学
で
連
携
協
定
が
結
ば
れ
、

現
在
は
村
の
予
算
も
使
っ
て

調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
関
係
者
の
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
・
ご
協
力
に
は
あ
ら

た
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　
調
査
の
方
法
は
い
た
っ
て

地
味
な
も
の
で
、
一
点
一
点

の
古
文
書
に
関
す
る
デ
ー
タ

（
何
年
何
月
何
日
の
も
の
か
、

あ
る
い
は
誰
か
ら
誰
宛
に
出

さ
れ
た
も
の
か
な
ど
）
を
調

書
に
記
録
し
て
い
く
こ
と
が

基
本
と
な
り
ま
す
。
と
き
に

は
分
厚
い
冊
子
や
絵
図
、
木
に
書
か
れ
た
棟
札
な
ど
多
様

な
も
の
も
見
ら
れ
、
学
生
だ
け
で
は
な
く
教
員
に
と
っ
て

も
た
い
へ
ん
勉
強
に
な
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

　
歴
史
と
は
失
わ
れ
た
過
去
で
す
が
、
そ
の
過
去
に
書
か

れ
た
古
文
書
は
現
代
ま
で
残
っ
て
お
り
、
歴
史
そ
の
も
の

で
あ
る
と
同
時
に
貴
重
な
証
言
者
と
も
言
え
ま
す
。
そ
の

証
言
に
耳
を
傾
け
て
、
失
わ
れ
た
過
去
を
復
元
し
て
い
く

こ
と
で
、
現
代
人
も
知
ら
な
い
山
添
村
の
歴
史
が
浮
か
び

上
が
っ
て
き
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
古
文
書
が
も
し
、
ご
家
庭
に
残
さ
れ
て
い

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
教
育
委
員
会
へ
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

誰
も
知
ら
な
い
山
添
村
の
新
た
な
歴
史
が
発
見
さ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。　
　
　
　
　
（
奈
良
大
学　
河
内
将
芳
）
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　有料広告掲載欄に広告を掲載する広告
主を、毎号募集しています。店や会社の
ＰＲ、催しごとの案内などにお気軽にご
活用ください。

　　　　　　　　問　総務課

広報やまぞえに広告を掲載しませんか

共生プロジェクトマネージャー

勝 目 晃 史
かつ め あき ふみ

よし かわ けん じ
医師

吉 川 健 治

医師として山添村東山
診療所　豊原診療所に勤務さ

せて頂くことになりました。医師歴は今年
で34年目になります。前病院含めてこれまで主に
肝臓・膵臓・胆嚢の癌治療と重症患者様の集中治療分
野を担当させていただいておりました。これからは山添
村東山診療所　豊原診療所のスタッフ様一同にご指導
受けながら山添村に必要とされる医療を発展、展開さ
せていきたいと考えております。不慣れなことも多く
ご迷惑おかけすることもあると思いますが山添
村の村民の皆様には御指導、御鞭撻い
ただけますよう宜しくお願い申

し上げます。

はじめまし
て！ ならコープから山添村

に出向させていただく事に
なりました。総合政策課に配属

され、「地域の日々のくらしを支え合える
仕組みづくり」に取り組みます。

これまで培ってきた経験を活かして、山添村の村民
に寄り添い、地域の方々に信頼され頼られる存在と
なっていけるよう尽力いたします。
そして、誰もが安心してくらせる
地域づくりに向けて官民協力
して一緒に進めて参ります。

　
この度、山添村農林建設課に
森林フォレスターとして配属され
ました。山林をお持ちで現在、お困
り事などございませんか？将来の
森づくりや運用について相談を受
けさせていただきます。山に関する
ことであれば、気楽に何でもお問
い合わせください。

森林フォレスター

塩 﨑 慎 也
しお ざき しん や
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※振替休日

※憲法記念日

村
内 イベントカレンダｰ

村主催の催しや、リサイクル物品の回収日などを１カ月分のカレンダーにまとめました。
皆さんの予定なども書きこんでいただき、自分だけのカレンダーとしてご活用ください。
各種詳細は、本紙該当ページや「家庭ごみの分け方・出し方」ポスターをご覧ください。

4/29

6

13

20

27

5

12

19

26

2

4

11

18

25

1

3

10

17

24

31

2

9

16

23

30

1

8

15

22

29

4/30

7

14

21

28

㊫かぎ針編み教室
 （東山公）

㊫毛筆に親しもう
 （東山公）

㊫毛筆に親しもう
 （東山公）

㊫和太鼓教室
 （東山公）

㊫和太鼓教室
 （東山公）

㊫春の山野草の
　鉢植え
　 （豊原公）
㊫健康のための
　運動
　 （波多野公）

人権相談・
　　行政相談
9:00～11:30

カ
レ
ン
ダ
ー
の
見
方

緑色の欄は役場が休みの日です。
「リサイクル物品回収日」中の「①」はグループが分かれていることを表しています。該当グルー
プの確認は環境衛生課発行の「家庭ごみの分け方・出し方」のポスターでご確認ください。
㊫は公民館事業の「生涯学習教室」を表しています。※名称が長い教室名は略称を使用。
イベントカレンダーは山添つながりアプリ「めぇめぇ」でもご覧いただけます。

◇
◇

◇
◇

※みどりの日 ※こどもの日

固定資産税
軽自動車税
納期限

㊫ヨガ教室
 （波多野公）

㊫山添村スケッチ
　教室 （波多野公）

リサイクル物品
回収日①
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〔令和６年３月末現在 ( ) は前月比〕

人　口：  3,102 人
男　性：  1,493 人
女　性：  1,609 人
世帯数：  1,316 世帯

（ －12）
（ －１）
（ －11）
（ －５）

山添村に住所がある人の動きを
表しています。

出　生：  
死　亡：
転　入：
その他増：
転　出：
その他減：

０人
６人
１２人
０人
１８人
０人

③ ①

④ ②

　
毎
月
11
日
は
人
権
を
確
か
め
あ
う
日

　
人
権
相
談
・
行
政
相
談
を
開
設
し
ま
す

▼
日
程　
５
月
13
日
（
月
）

▼
時
間　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

▼
場
所　
役
場　
会
議
室
１

－

４

問　
総
務
課

　
電
話
に
よ
る
人
権
相
談
・

　
行
政
相
談
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

◎
人
権
相
談

　
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

　
　
　
☎
０
５
７
０

－

０
０
３

－

１
１
０

問　
奈
良
地
方
法
務
局

◎
行
政
相
談

　
行
政
苦
情
１
１
０
番

　
　
　
☎
０
５
７
０

－

０
９
０

－

１
１
０

問　
奈
良
行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

　永年、山添村のためにご尽力い
ただき、ありがとうございました。
　心よりご冥福をお祈り申し上げ
ます。
※ご遺族より、許可を得た方のみ、
掲載しています。

　
防
災
行
政
無
線
の
定
期
放
送
を

　
実
施
し
て
い
ま
す

　
防
災
行
政
無
線
の
動
作
確
認
の
た
め
、

定
期
放
送
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
戸
別
受
信
機

　
毎
週
土
曜
日　
午
後
６
時

▼
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー

　
毎
月
15
日　
正
午

問　
総
務
課
（
不
具
合
な
ど
）

　
山
添
村
自
治
体
放
送
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い

　
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
11
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
、

毎
日
24
時
間
放
送
中
。

　
役
場
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
配
信
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　
総
務
課

※

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
プ
ラ
ン
変
更
や
新

　
設
な
ど
に
つ
い
て
は
、
こ
ま
ど
り
ケ
ー

　
ブ
ル
へ
直
接
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
☎
０
１
２
０

－

６
６
７

－

７
４
０

[３月届出 ]
今　井　文　子　  様
　　　　　  （91 歳　大　塩）
吉　本　　　和　  様
　　　　　  （95 歳　吉　田）
政　 　絹　江　  様
　　　　　  （96 歳　大　塩）

　
役
場
へ
の
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て

　
役
場
で
は
、
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ

に
加
え
、
山
添
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

お
問
い
合
わ
せ
フ
ォ
ー
ム
を
設
置
し
て
お

り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
「
お
問
い

合
わ
せ
」
を
ク
リ
ッ
ク
し
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
内
容
に
よ
っ
て
は
回
答
に
お
時

間
を
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
お

急
ぎ
の
場
合
は
お
電
話
に
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問　
総
務
課
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